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整理 No. １２ 分類 「鉄鋼スラグ」 

会 社 名 日本製鉄株式会社 

担 当 者 太田 哲郎 

連 絡 先 
TEL 080-5094-9682 FAX 03-6867-3586 

E-mail ohta.sh6.tetsuro@ jp.nipponsteel.com 

技術の名称 ジオタイザー® 

概  要 
(150 字程度) 

ジオタイザー®は製鋼スラグを原料とする石灰系粒度調整材です。  
陸域における軟弱土（建設残土、農地土などの泥土）に混合して利用

可能な土に改良することができます。従来の改良材（セメントや石灰

など）に比べて粉塵が少なく、また安価なため工事費の縮減が可能で

す。改良土は転圧性に優れ、また過度に固化せず再掘削性を有してい

ます。 

技術登録等 NETIS 登録 KT-1500410-A 建技審証第 1305 号（カルスピン工法）  

技術の概要 
 
 
 
 
 
 
 

次頁 
あり・なし 
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整理 No. １３ 分類 「非鉄スラグ」  

会 社 名 大平洋金属株式会社  

担 当 者 営業部 営業二課 中田 晋司、齊藤  一也 

連 絡 先 
TEL 0178-47-7165 FAX 0178-22-7350 

E-mail 
s-nakata@pacific-metals.co.jp 
k-saitou@pacific-metals.co.jp 

技術の名称 コンクリートがらとフェロニッケルスラグの混合による再資源化  

概  要 
(150 字程度) 

大平洋金属㈱で生産されるフェロニッケルスラグと、コンクリートが

らを混合破砕し、必要に応じて篩い分けや粒度調整を行う事で路盤材

や土木資材として有効利用が可能となる。  

技術登録等 なし 

技術の概要 
 
 
 
 
 
 
 

次頁あり 
 

【技術の概要と特徴】 
・フェロニッケル製錬で副産物として生産されるフェロニッケルスラ

グは、高温溶融したスラグを大気冷却後破砕・整粒し品質管理されて

いる事から、環境安全性が高く、粒度や性状にバラつきが少ない。 
・フェロニッケルスラグとコンクリートがらを混合破砕し、必要に応じ

篩分けや粒度調整を行う事で、コンクリートがらを使用した路盤材、

土木用資材の不足粒度の補う事が出来る。 
 
【混合工程概要】 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【フェロニッケルスラグの環境安全性】 
・環境安全性について、土壌汚染対策法で定められている溶出基準や含

有基準を十分に満足している。  
 
 

 

コンクリートがら  フェロニッケルスラグ  

混合・破砕  

篩い分け・粒度調整  
（※必要に応じて）  

再生路盤材、土木資材として活用  
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